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⃝これまでどのような研究に取り組んできたのですか？
　学生時代から，主に水田農業政策と大規模水田農
業経営の存立条件をテーマに，山形県，新潟県，滋
賀県などをフィールドに，ヒアリング調査をベース
とした実証的な研究を行ってきました。

⃝具体的にはどのような研究ですか？
　近年，水田農業において中心的な存在であった小
規模兼業農家は高齢化，後継者不足により離農傾向
を強め，兼業農家の滞留構造は崩れつつあります。
その結果，兼業農家と一部の大規模経営とが併存し
て水田農業を維持してきた生産構造が大きく転換し
てきています。その中で，家族経営に代わる担い手
として組織経営体（法人経営や集落営農）などが各
地で設立，展開されつつあります。これらの組織に
よって大規模な水田経営が行われておりますが，そ
の経営収支等をみますと不安定な経営も一部には見
られます。そこで，法人経営や集落営農と家族経営
について，統計データや実態調査を通じて比較分析
を行い，大規模水田経営の課題と改善策を検討して
きました。また組織経営体などに対して経営支援を
行っている地域において，経営支援の内容などを調
査し，その効果などを明らかにし，必要な支援策な
どを検討してきました。

⃝今後の抱負は？
　現在，戸別所得補償政策に代表されるような新し
い政策が推し進められていますが，このような政策
が大規模水田農業経営に与える影響，効果などにつ
いて調査・分析を進めていきたいと考えています。

⃝これまでの研究はどのようなものですか？
　外食・中食産業が成長することによる北海道米産
地の需要の確保や外食・中食産業と北海道米産地と
の契約生産について研究してきました。前者は北海
道の府県に対する品質差別化の結果であると考えら
れます。多様な消費者にいかに産地の特徴を生かし
て米を供給していくかが今後の稲作の維持・発展に
とって重要であると思います。
　契約生産は新しい方向で，農業にとって安定的な
生産・販売の方法の一つと考えられます。また農産
物の品質向上とインセンティブとがうまく組み合わ
されれば，農業と食品産業とがともにメリットを得
ることができると考えられます。
　今後の農業の成長のためには，従来のようにただ
一戸あたり農家の農地面積を拡大するだけではな
く，多様な消費者にいかに食料を供給していくかが
重要であると考えられます。そこでは製品差別化，
品質水準や生産費用や価格の決定，戦略的行動，取
引形態の選択，技術開発などを考えなくてはなりま
せん。また農業生産から食品産業，消費者販売に至
るまで垂直的な流れを捉える必要があります。また
多様な消費者に向けた農業産地間の競争，食品産業
間の競争，食品産業と農業との補完的成長などの複
雑な内容を考えなくてはなりません。

⃝現在の研究はどのようなものですか？
　研究グループの他のメンバーと共に，東日本大震
災の食料サプライチェーンへの影響について調査・
研究しています。震災によって，食料供給網が途切
れ，食料品が小売店の陳列棚から無くなりました。
食品産業の工場や倉庫が被害を受けたことにもより
ますが，ガソリンや電気といった燃料の供給減少，
道路や港湾，鉄道といった輸送インフラの破壊，農
家や原材料企業の被災による農産物から包装資材に
至るまでの原材料調達の停止などにもよっていま
す。サプライチェーンの一部が影響を受けると全体
も影響を受けます。消費者，企業ともにサプライ
チェーンに依存しています。震災による食品産業へ
の影響や対応，望ましいサプライチェーンのあり方
などについて研究しています。
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